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（さかもと・よしひろ）1949年鳥取県生まれ。72年東
京大学経済学部卒業後、富士通入社。システムエ
ンジニアとしてIT適用指導、商品企画部長として各
種サービスの商品化担当。94年昭文社専務として
地図の電子化商品開発担当。98年資産工学研究
所を設立し、社長に就任。ナレッジファシリテーション
による成功法則の「見える化」をキーテクノロジー
に、企業の発展・持続性に関する総合コンサルティ
ングを展開している。

坂本善博 資産工学研究所社長
「知的なムダ」を排除する

成功法則の
「見える化」と「できる化」

「知的なムダ」を排除する

成功法則の
「見える化」と「できる化」

を
増
進
さ
せ
る
。「
理
念
」「
行
動
指

針
」「
ビ
ジ
ョ
ン
」等
の
活
用
に
お
い

て
は
、そ
れ
ら
が「
社
員
の
価
値
創
造

の
前
提
条
件
」で
あ
る
こ
と
を
理
解

さ
せ
、日
常
的
に「
徹
底
」「
発
揮
」で

き
る
よ
う
に
す
る
。

社
員
に「
ベ
ス
ト
な
方
法
」を

徹
底・発
揮
さ
せ
る
た
め
に

③
社
員
の
基
盤
力
強
化

　
社
員
が
業
務
に
お
い
て
成
果
を
獲

得
す
る
た
め
に
は「
基
盤
力
」を
強
固

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
×
】社
員
は「
業
務
力
」の
基
盤
と
な

る「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
」「
コ
ア
能
力
」

「
基
盤
知
識
力
」「
人
間
力
」「
人
生
創

造
力
」等
の
能
力
を「
知
ら
な
い
」「
磨

い
て
い
な
い
」ム
ダ
が
あ
る
。

【
○
】基
盤
力
に
は「
汎
用
成
功
法
則
」

が
あ
り
、こ
れ
ら
の
ム
ダ
を
排
除
す

る
に
は
弊
社
の「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
読

本
」「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
読
本
」「
人
間

力
読
本
」「
人
生
創
造
読
本
」を
理
解

知
的
な
ム
ダ
の
分
野
と 

具
体
的
な
解
決
方
法

　
前
号
で
は
、企
業
活
動
に
お
け
る

知
的
な
ム
ダ
の
と
ら
え
方
と
資
産
工

学
研
究
所
の
対
応
ス
キ
ー
ム
を
紹
介

し
た
。本
号
で
は
企
業
内
の
ム
ダ
の

分
野
と
資
産
工
学
研
究
所
の
解
決
方

法
を
説
明
す
る
。

①
現
状
把
握
と
対
応
策
立
案

②
経
営
の
基
盤
力
強
化

③
社
員
の
基
盤
力
強
化

④
業
務
力
の
強
化

⑤
新
事
業・新
商
品
の
創
出

　
以
下
、こ
れ
ら
の
分
野
ご
と
の
ム

ダ
を【
×
】で
説
明
し
、資
産
工
学
研

究
所
の
解
決
策
を【
○
】で
示
す
。

①
現
状
把
握
と
対
応
策
立
案

　
企
業
活
動
に
お
い
て
、ま
ず
必
要

な
の
は「
現
状
の
把
握
」と「
今
後
の

対
応
策
の
決
定
」で
あ
る
。

【
×
】多
く
の
企
業
で
は
、自
社
の
現

状
と
今
後
の
対
応
策
が
明
確
に
定
義

さ
せ
、徹
底・発
揮
さ
せ
る
。

④
業
務
力
の
向
上

　
社
員
は
自
分
の
担
当
す
る
業
務
に

お
い
て
は
、そ
の「
ベ
ス
ト
な
方
法
」

を
徹
底・発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
×
】社
員
の
多
く
は「
自
己
流
の
ワ

ー
ク
ス
タ
イ
ル
」で
活
動
し
て
い
る
。

一
方
で
は
成
績
優
秀
な
社
員
も
い
る

の
に
そ
の
方
法
を
知
ら
な
い
ム
ダ
が

あ
る
。ま
た
そ
れ
ら
を
身
に
付
け
る

方
法
を
知
ら
な
い
ム
ダ
が
あ
る
。

【
○
】成
績
優
秀
者
の
知
恵
を
共
有
す

る
た
め
に
は
、業
務
別
に「
ナ
レ
ッ
ジ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
法
」で「
業

務
成
功
法
則
ブ
ッ
ク
」と
し
て「
見
え

る
化
」す
る
。そ
れ
を
業
務
関
係
者
に

配
布
し「
ナ
レ
ッ
ジ
イ
ネ
ー
ブ
リ
ン

グ
技
法
」で「
徹
底・発
揮
」さ
せ
る
。

⑤
新
事
業・新
商
品
の
創
出

　
企
業
は
、事
業
や
商
品
の
改
良・改

革
を
継
続
す
る
こ
と
が
発
展・持
続

性
の
原
動
力
に
な
る
。

【
×
】「
企
業
や
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
」が

分野別の知的なムダと解決策

第
２
回

さ
れ
て
い
な
い
ム
ダ
が
あ
る
。こ
れ

が
限
り
あ
る
経
営
資
源
を
活
用
し
て

考
動
で
き
な
い
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
全
社
的
な
分
野
に
お
い
て
は
、

職
位
ご
と
に
問
題・課
題
の
と
ら
え

方
や
対
応
策
が
異
な
り
、そ
れ
ら
の

全
体
が
一
元
化
さ
れ
て
い
る
場
合
は

少
な
い
。ま
た
対
応
策
の
優
先
順
位

付
け
が
異
な
り
、全
社
一
丸
と
な
っ

て
効
果
的
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
な
い

ム
ダ
が
発
生
す
る
。

【
○
】こ
れ
ら
を
解
決
す
る
に
は
、経

営
者
と
事
業
部
門
の
責
任
者
等
が
一

堂
に
会
し
て「
ナ
レ
ッ
ジ
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
技
法
」を
活
用
し
て
、問

題・課
題
の
洗
い
出
し
と
そ
れ
ら
に

対
す
る
対
応
策
を
２
時
間
程
度
で

「
見
え
る
化
」す
る
。さ
ら
に
対
応
策

の
重
み
付
け
に
関
し
て
は
、各
人
に

投
票
用
紙
を
渡
し
て
、重
要
と
思
わ

れ
る
対
応
策
に
投
票
す
る
。こ
れ
ら

を
集
計
す
れ
ば
、企
業
全
体
か
ら
み

た
優
先
順
位
が
明
確
に
な
る
。

②
経
営
の
基
盤
力
強
化

　
企
業
に
お
い
て
は
、経
営
者
が
リ

ー
ダ
ー
と
な
り
社
員
が
各
自
の
役
割

を
果
た
し
て
考
動
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
×
】「
経
営
の
し
く
み
」を
全
社
で
共

有
し
て
い
な
い
た
め
、「
戦
略
」「
戦

術
」「
戦
闘
」と
い
っ
た
定
義
が
あ
い

ま
い
で
、各
人
が
果
た
す
べ
き
役
割

が
中
途
半
端
に
な
っ
て
い
る
ム
ダ
が

あ
る
。ま
た
経
営
者
が「
自
己
流
の
経

営
手
法
と
能
力
」で
考
動
し
、あ
る
べ

き
経
営
成
果
に
結
び
付
け
て
い
な
い

ム
ダ
が
あ
る
。さ
ら
に「
理
念
」「
行
動

指
針
」「
ビ
ジ
ョ
ン
」の
位
置
付
け
を

理
解
し
な
い
で
、社
員
に
徹
底・発
揮

さ
せ
て
い
な
い
ム
ダ
が
あ
る
。

【
○
】「
経
営
の
し
く
み
」を
共
有
さ
せ

る
た
め
に
は
、「
経
営
用
語
集
」で「
経

営
の
と
ら
え
方
」を
全
社
員
に
徹
底

す
る
。「
自
己
流
経
営
者
」に
対
し
て

は
、「
経
営
者
の
能
力
の
構
成
要
素
と

内
容
」を
理
解
さ
せ
、「
経
営
力
診
断
」

に
よ
り
能
力
を
評
価
し
、強
み・弱
み

「知的なムダ」の分野と対策

分野 知的なムダ 資産工学研究所の解決策

①現状把握と
対応策立案

×問題・課題と対応策を整理できない ○「ナレッジファシリテーション技法」

×出された対応策を合意できない　 ○重要事項の「優先度投票」

②経営の
基盤力強化

×経営のしくみを共有できていない ○「経営用語集」

×経営者の持つべき能力を知らない ○「経営者ナレッジブック」「経営力診断」

×価値前提の活用方法を知らない ○「ナレッジファシリテーション技法」

③社員の
基盤力強化

×マネジメント方法を確実に知らない ○「マネジメント読本」

×中核能力の獲得方法を知らない ○「コンピテンシー読本」

×ビジネスの基盤知識を知らない ○「基盤知識読本」

×人間力の内容と獲得方法を知らない ○「人間力読本」

×人生創造の方法を知らない ○「人生創造読本」

④業務力の
強化

×業務の上手な方法を知らない ○「ナレッジファシリテーション技法」で
「見える化」

×その獲得方法を知らない ○「ナレッジイネーブリング技法」で
「できる化」

⑤新事業や
新商品の創出

×将来のビジョンが作れない ○「ナレッジファシリテーション技法」

×事業計画や商品企画ができない ○「事業計画技法」「商品創造技法」「Ⅴ字工
程技法」

×画期的なアイデアが出せない ○「アイデア発想法」「ブレークスルー技法」

作
れ
な
い
ム
ダ
が
あ
る
。ま
た
そ
の

ビ
ジ
ョ
ン
を「
事
業
計
画
」や「
商
品

企
画
」に
結
び
付
け
ら
れ
な
い
ム
ダ

が
あ
る
。特
に
新
規
事
業
や
新
商
品

の
ア
イ
デ
ア
が
十
分
で
な
く
企
画
が

中
途
半
端
に
終
わ
る
ム
ダ
が
あ
る
。

【
○
】ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
お
い
て
は
、

「
ナ
レ
ッ
ジ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

技
法
」で
知
恵
出
し
を
す
る
。そ
れ
ら

を「
事
業
計
画
技
法
」や「
商
品
創
造

技
法
」で
計
画
し「
Ⅴ
字
工
程
技
法
」

で
実
現
す
る
。特
に
画
期
的
な
事
業

や
商
品
を
企
画
す
る
に
あ
た
っ
て
は

「
ア
イ
デ
ア
創
造
技
法
」や「
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
技
法
」で
知
恵
を
集
め
る
。


